
 

 

 

 

玉川２３００名の雇用はどうなる？ 
１月に会社が明らかにしたグループ社員６０００名もの大転勤計画において、閉鎖対象となっている玉川

事業所は、全事業所で最多の２３００名全員が、他事業所等へ異動とされています。その内訳は、武蔵事業

所（小平市）への転勤が１６００名、群馬県の高崎事業所への転勤が５００名、茨城県の那珂工場への転勤

が２００名です。 

会社はこの１３年度下期にも、国内間接員８００名の削減を見込んでいます（ＣｏｒｅＮｏ．４７）。こ

の８００名は転勤できないために退職を選択せざるを得ない人の早期退職を、あらかじめ見積もったものと

推定されます。現に会社は、１月３０日の合同労使協議で、労働組合から改めて追及されるまで、早期退職

の実施しか説明していませんでした。この事実から、大転勤の主要な目的のひとつが社員の振り落としであ

ることは疑いありません。 

もはや労使交渉の限界か 
ルネサスの経営を掌握している産業革新機構には、産業革新機構なりの正義があるのでしょう。そして経

営者には経営者なりの矜持があるに違いありません。それらが何かは、将来の業績が最も下振れした場合（ボ

トムケース）を想定し、それでも利益が上がるようになるまで人員削減を行うこと、その人員削減が計画通

り進むことを出資条件としていること、そして将来の利益だけでは不十分で、四半期ごとに常に黒字化して

いく事を要件としていることから知ることが出来ます。つまり雇用という私たちにとって最も重要な価値を、

会社の利益よりも完全に下位にあるものと位置づけていると言う事です。 

これまで労働組合は、長年の間ストライキ権の行使を見送ってきました。それは経営側が、雇用や労働条

件を利益とともに守るべき価値と位置づけているものと信頼できたからです。だからこそ、全ての労使の課

題は、あくまで交渉によって解決すべきとの姿勢を保ってきました。しかし、会社が明らかに雇用を利益よ

り下と位置づけた今、もし合理的な理由説明も不十分なまま、大転勤とそれに伴う大量退職によって従業員

の受ける不利益が多大なものになるならば、ストライキ権の行使を検討すべきであると考えます。 

玉川事業所こそ、私たちの希望の砦 
２月７日以降、各職場で異動の内々示が始まっています。高崎や那珂への異動を告げられた女性の中には、

転勤しなければ職場は無いと言われ、失意のうちに早期退職への応募を決めたという方がたくさんいます。

様々な事情によって転勤できない人にとっては、それが事実上の解雇通告となります。 

相手に肉体的な苦痛や精神的な脅威を与えることで、心を支配し、自らに都合の良い行動の選択をさせる

ように仕向ける事こそが、暴力の真髄と理解しています。その暴力の中でも、最も悪質なものの一つが、相

手に絶望感を植え付け、心を折って、諦めさせる事ではないかと思います。まして絶望を植え付ける仕組み

をつくり、しかもその直接の実行を現場の部長にやらせておいて、自らは「夢」や「希望」を語るなどは、

人間として極めて卑劣な行為です。 

 社員が本当に希望を持って働くためには、将来にわたる幸せな生活を思い描けることが絶対条件です。す

なわち、家族があり、玉川の通勤圏内に生活基盤がある人にとって、玉川事業所に勤め続けられる事こそが、

最大の希望の源です。玉川事業所こそが、私たちにとって希望の砦です。（そしてまた、北伊丹、相模原も

同じです。） 

私たちの希望を守るため、玉川事業所の閉鎖に反対し、その存続を切に求めます。 

 ルネサス希望の砦 玉川を守れ 
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